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偉大な先人に学ぶ日本ビジネス道（第25回）
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金は中国、プラチナは南アフリカ、ダイヤモンドはロシアなど、宝飾品の素材である貴金属・宝石類の生産量が多いのは、
基本的に鉱物資源に恵まれた資源国です。

しかし、宝飾品の素材の中で、日本が世界一の生産量を誇るものがあります。真珠です。今回は真珠王と呼ばれ、日本が
真珠大国となる礎を作ったミキモトの創業者・御木本幸吉を紹介します。

幸吉は1858年、志摩国鳥羽浦（現・三重県鳥羽市）のうどん屋の長男として生まれました。そして、13歳になると青物の行商
を始めます。当時の幸吉に、こんなエピソードがあります。ある日、鳥羽港に英国籍の軍艦が入港しました。乗組員目当て
に地元の商人が小舟を出しますが、取り合ってもらえません。そこで、幸吉はひと工夫。小舟の上で得意の足芸を披露した
のです。これを面白がった乗組員は幸吉を艦に上げ、品物は売り切れたそうです。幼いながらも幸吉が商才を持っていたこ
とがうかがえます。

真珠との出合い、世界初に挑む

20歳で家督を継いだ幸吉は、一家の長として商売を始めるにあたり、東京、横浜へ視察旅行に出かけました。そこで故郷・
伊勢志摩の天然真珠が高値で取引されているのを目の当たりにしました。故郷に戻った幸吉は真珠の状況を調べたところ
、真珠を宿すアコヤガイが乱獲によって絶滅の危機に瀕していたことが分かりました。早速、幸吉は養殖場を作り、アコヤガ
イの養殖を始めます。

しかし、アコヤガイを増やしても真珠の生産はほとんど増えません。天然の真珠は、偶然によってできるものだったからです
。貝は栄養分を摂るために海水を吸い込みますが、そのとき一緒に砂や小石なども吸い込むことがあります。そのような異
物が入ると貝は吐き出しますが、貝殻と体を覆う膜の間などに異物が入って吐き出せない場合は、真珠層となる分泌物を
出して異物を包み、自身の内臓が傷つかないようにします。

そうしてできたのが真珠です。そもそも、異物はたいてい吐き出されてしまうので真珠が形成されるのは稀なのです。さらに
真珠ができたとしても装飾品として使える質のものはその中でも限られており、アコヤガイ１万個に１個程度でした。

このことから幸吉はアコヤガイを増やすのではなく、貝の中で真珠ができる割合を高めることを考えます。真珠の養殖への
挑戦です。当時、真珠の養殖に成功した者は世界で誰もいませんでした。

前述の通り、貝は異物が入ると吐き出そうとします。吐き出さずに真珠を形成させるには、核となる異物としてどのようなもの
を入れればいいのか。その核は貝のどこに入れればいいのか。どのような環境が真珠を形成するのに適しているのか。幸
吉の試行錯誤が続きます。

1893年、幸吉は、世界で初めて半円真珠（半球型の真珠）の養殖に成功。京橋区弥左衛門町（現・銀座4丁目）に御木本

                              1 / 2



売ることにも頭を絞った真珠王、御木本幸吉
https://www.bizclip.ntt-west.co.jp

真珠店を開き、真珠の販売を始めました。その後12年かけ、1905年には真円真珠（完全な球体の真珠）の養殖に成功。真
珠王と呼ばれるようになります。

画期的な発明に留まらず、いかに売るかを考える… 続きを読む
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